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ス ミス再生産論 と社会認識(上)
野 沢 敏 治
1.課 題 の設 定
『国富論』は,F・ ケネーが存命中であるな らば,「 経済表」 のこの製作者
　
に捧げられるはずであった。r国 富論』初版刊行,1776年3月9日 。ケネー没
年,'1774年12月16日 。 自己の第二の書を捧げ ようとしたスミスはケネーか ら塗
にをどのように して学びとったのだろうか。
富 とはなにか,豊 かざと幸福はどこにあるのか。西 ヨーロッパ近代史の一大
テーマであ り,文 明社会の危機意識を反映 した富把握の作業に,ス ミスは参加
するご かれは 封建的装いの背後にある近代ブルジョア的再生産構造 をケネー
「経済表」か ら読みとり,自 分のものに改作 した再生産理論をもって根抵か ら
富をつか もうとす る。この富把握 が 再生産論次元 で 深められ固められるとき
に,旧 帝国主義としての本来的重商主義にたいする批判は もっとも鋭いものに
なるのである。
スミスは重商主義批判を市民社会の総体認識においてはたそ うとする。総体
,認識は価値論でまず抽象的になされ,つ いで再生産論で具体的になされる。つ
いでとい うよりか,な されるほかないものである。ス ミスにあっては,商 品の
価値規定は資本制社会の構造を把握することへむかわせるものであったし,資
本制社会の実質は人間と自然との物質代謝の うえに営 まれる社会的物質代謝過
じ　ひ
程だからである。社会的物質代謝過程 としての再生産論がス ミス市民社会認識
原稿受領 日1979年5月28日
(1)」.Rae,L吻oア44卿S吻伽[1895],WithanIntroductionbyJ.Viner.A.M,
Kelley,1977.P.216.
(2)本 稿は前論稿でのr国 富論』研究のつづきをなすζ 「スミス価値論における社会認識
の構造」(上)(中)(下),『 商学討究』第28巻 第3号 ・第29巻 第1号 ・同第3号 。
なお,最 近のス ミス価値論研究で注目されるものをつぎにあげる。稲村勲 「ス ミス
価値論の論理構造にっいて一 第1編 第5章 ・第6章 の把握」,『経済論集』(関 西大
学)第26巻 第2号 。 公文宏和 「剰余価値と資本一 資本批判と市民社会批判一 」,
『経済科学』第24巻 第3号 。宮川彰 「スミスの 「ドグマ」について一一 「分解」手法'
の意義とそ の批判」,『東京大学経済学研究』第21号。
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の母胎 となっている。かれは この再生産論に降 りたって西ヨーロッパ史を反省
し,旧 帝国主義戦争の元凶である重商主義的国富形成を批判した。そ してかれ
は,再 生産論を もつ ことによって地球的規模での諸国民間の平和な富づ くりをノ
展望できた。'
経済的富の再生産論視座か らする把握,こ れが本稿の課題である。この課題
に答えるたあにあ らかじめ考えなければな らないことがある。それは表象であ
る。表象は理論的認識の方向を枠づけるとともに,理 論的認識の深まりによっ
てのみ鮮朋に浮 きでて くる。表象はそれの内容が問われることに くわえて,表
象それじしんの明証性が問われなければな らない。表象は社会認識にとって無
縁無用なものだろうか。
まず,ス ミスの文明社会表象をr国 富論』のなかからとりだ してみる。 「序
論と本書の構想」か らのあ まりに も周知な次の一節である。狩猟 ・漁携の未開
社会では全員が労働に従事するけれどもその生活は貧しい。
「これに反 し,文 明で盛大な諸国民のあいだでは,.た とえ人民の多数はまっ
た く労働せず,そ の多 くは働 く人々の大部分に くらべて十倍,否 しばしば百倍
もの労働隼産物を消費す るにもかかわ らず,社 会の全労働の生産物はなおきわ
めて多いか ら,す べての人は しば しば潤沢に供給 され,最 下最貧の階級の職人
でさえ,も しかれが倹約で勤勉な ら,ど のような野蛮人が獲得しうるよりも多
ごゆ
くの生活必需品や便益品の分け まえを享受しうるほどである。」
スミスは文明の高みから異文化民族を野蛮視 しているかにみえるが,こ こで
の問題は叙述の表面にあらわれたかれの未開社会観ではない。文明社会には階
級差別と不平等が事実 としてある。が,未 開社会 と対比 した文明社会に特徴的
なことは,労 廟者が消費物資をゆたかに享受するとい うことである。労働者は
自分を搾取す る不労階級とともに,「 労働」 の産物である消費可能な 「労働の
(3)A.Smith,ノ1πZπgπ"ッ 勿 ∫o劾9、 ～捻'z〃θ αη40α%3召 εo∫ 漉 θ冊 θα"ぬoノ 物 だoηs.
Ed.,byR.H,CampbellandA.S.Skinner.Vol.1,ClarendonPress,Oxford,1976.
(以下W2Vと 略 す)P.10.邦 訳 は つ ぎの もの を 使用 す る。大 内兵 衛 ・松 川 七 郎訳,『諸
国 民 の富 』1,岩 波 書 店,1969年,62-63頁 。 訳 文 は 以 前 の岩 波 文 庫 版 よ りも改 善 さ
れ てい るが,本 稿で は か な らず し も大 内訳 に した がわ ない 。
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生産物」の分配に参加す る。この表象内容は従来のス ミス研究史においてなん馳
ども指摘されてきた。 しかし,疑 問が生ずる。ス ミスのこの表象はご くふつ う
の常識さえもちあわせているならば自然とおもい うかべられるものだろうか。
「下層階級の人民の境遇のこうい う改善は,社 会にとって有利だとみなすべ
　 　 　 　 る 　
きであろ うか,そ れとも不つこうだどみなすべきであろ うか?一 見 したとこ
　 　 　 ロ し 　 　 コ 　 　 り 　 　 の 　 　 　 　 　 　 の 　
ろ,答 は平明すぎるほど平明であるように思われる。 さまざまの種類 の 使用
人,.労働者および職人は,あ らゆる大きな政治粒会の圧倒的大部分を形づ くっ
ているdこ の大部分のものの境遇を改善することが,そ の全体に対して不つこ
うだとみなされようはずは断 じてない。成員の圧倒的大部分がまず しくもみじ
めなのに,そ の社会が隆盛で幸福であるはずは断 じてない。そればか りではな
く,人 民全体を食べさせ,着 せ,そ して住まわせる人々が,自 分自身もまたか
なり十分に食べた り,'着た り,そ して住んだりしうるだけの,自 分自身の労働
の生産物の分けまえにあずかるとい うことは,ま った く公正とい うほかはない
しの
のである。」(傍 点は筆者のもの)
労働者の消費水準の向上を社会的に有利で公正だと価値づけるのに,な ぜス
ミスは断定せずに,「 一見 した'ところ,答 は 平明す ぎるほど平明であるように
思われる」とい う言いかたをおざわざするのか。考えてみれば,常 識的であた
りまえにみえることを真にあた りまえにするにはたんなる常識を超えた知の作
(4)"瓦Vbl.1,P.96.邦 訳,1,178-179頁 。ヒュームもスミスとおなじ認識をもつ。
「市民のあいだの分配の不釣合があまりにも大きすぎることは,つ ねに国家を弱める
ものである。できることなら各人は,す べての生活必需品と多 くの生活便益品とを十
分にもつことによって,自 分の労働の果実を享受すべきである。だれも疑いえないと
ころだが,こ のようしな平等は人間性に最もふさわしいものである……。なるほどイギ
リス人は,貨 幣の豊富の結果だけではな く一部は職人の富裕の結果でもある労働の高
価格によって,外 国貿易において多少の不利を感じている。 しかし,外 国貿易は最も
重要なことがらではないから,そ れは幾百万という人々の幸福と競舎させられるべき
ではない。そして,た とえかれらがそのもとで生活しているあの自由な政体にもはや
愛着を感 じさせるものがないとしても,こ の大多数の幸福がありさえすればそれで十
分であろう。」(David,Hume,・E8sαy3形07α1,Po1弼cαZ伽4L漉7α7y〔1741-
1742],0.U.P.1963,PR271-272.田中敏弘訳 『ヒューム経済論集』東京大学出
版会,1967年,24-25頁)ス ミスはそのおなじ認識を再生産論の構築においてはた
す.こ れがヒュームとことなる点である。,
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業 を必要 とす るのでは ない だろ うか。 さ らに先取 りしてい えば,
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ス ミスの表 象
は,実 は,科 学的に再生産されてはじめて平明になるのではないだろうか。理
論認識が表象を現像させる。 この仮説をわたしは本稿で確かめてみようとおも
,
1う
。
'そ れに して もス ミスじ しん認 めてい るよ うに,か れの富表象はその時代の も
のではなかった。重商主義学説と常識が教えるように,富 は多額の貨幣を所有
することにあるとい うことのほうが平明な事実 とされていた。 また,は じめは
富を消費可能な物資にみていた老でも議論のすすむうちに重商主義的富観に陥
くうコ
いってしまうことをス ミスはみていた。なにが重商主義的富批判を最後までつ
らぬかせるのか。 さらに注意すべきことは,表 象のなかに登場する労働者は個
人的消費物資のみを生産 している。当然のことだが,ス ミスの労働老 とても生
産手段を生産するはずであ り,生 産手段の生産なくしては消費財の生産はでき
おラ
ない。ス ミスは事実としてはそのことを知っている。では,な ぜ,ス ミスの表
象のなかの労働者は非常識にも(!)消 費財のみを生産するのか。かれの表象
内容には常識では理解できないことがふくまれている。
勤労する労働者大衆のゆたかな消費 という文明社会表象,労 働 こそすべてで
しの
あ り生産は消費のためにあるとい うマキシム,こ れらは再生産論にまで市民社
(5)「 わたしは,た とえ冗漫にながれるおそれはあっても,富 とは貨幣または金銀だとい
うこの通俗的な見解をあますところな く検討することが必要だ,と 考えたのである。
すでに述べたように,貨 幣は,日 常用語では しばしば富を意味しており,そ してこう
いう表現上のあいまいさが,こ の通俗的な見解をわれわれにとってひじょうに親しみ
ぶかいものにするのであって,そ の結果,こ の見解が不条理だとい うことを確信して
いる人々でさえ,や やもすると自分たちの原理を忘れてしまい,自 分たちの推理をす
すめてゆ くうちに,そ れは証明するまで もな く確定的で否定 しがたい真理だ,と 忠い
こんでしまうようになりがちなのである。商業に関す るイングラン ドの最優秀な著述
・家たち のなかのある人々は,一 国の富はその金銀だけではなくて,そ の土地,家 屋お
よびありとあらゆる消費財でもある,と 述べながら発足する。ところが,か れらの推
理をすすめてゆ くうちに,土 地,家 屋および消費財はいつのまにか忘れられてしまう
ように思われるのであって,か れ らの議論の調子からいうと,い っさいの富は金銀で
あり,こ れ らの金属を増殖するのが・国民の工業や商業の大目的だ,と 想定している
.・ことが しばしばある。」(}γ亙Vo1.1,PP.449-450.邦 訳,1,672-673頁)・
(6)機 械 ・道具等の生産手段そのものの生産が一生産部門として成立している。第1篇 第
1章 分業諭で叙述 されているところをみ よ。
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会の経済学的分析をすすめるときに明証性を獲得する。表象と格率を社会認識
のための道 しるべとし,「労働」と 「労働 の生産物」の概念を再生産論におい
てかためなおす ことが必要である。表象を理論認識の土台の うえに発生す る現
実的な社会描写であるとつかむな らば,こ のことと関連して,理 論的には荒唐
無稽視されてきた生活感情や生活信条はある根拠 の もとでは積極的な意味を
もつ ことがわかる。生活感情や生活信条は深い根拠があって発生す るものであ
り,諸 個人の頭と胸に反映 した社会関係である。意識と感情を社会科学にとっ
て意味あるものとし,そ れ らの根拠を探究するな らば,ス ミスの理論上の難点
を克服する道が開かれるだろう。再生産論次元で解決されるべき主要な理論的
難点は次のものである。流動資本と固定資本の分類基準,「v+m」 ドグマと
構成価格論 生産的労働概念における第2規 定の意義,投 下労働 と支配労働と
の関連,生 産的労働者 としての役畜と自然,等 々。 これ らの諸論点解明のなか
で現象叙述 と本質把握との内的かかわ りが納得されるだろう。
以下,ス ミス再生産論の骨組を再構成してかれの 「経済表」 ともい うべきも
ゆ
のを発掘してみたいo
(7)「 あらゆる人が自分自身の労働 という形で所有する財産こそ,他 のいっさいの財産の
本源的な基礎なのであるから,、それはもっとも神聖で不可侵なものである。」(耳z現
VoL1,P.138.邦 訳,1,245頁)
'「 消費は,い っさいの生産の唯一の目標であり,目 的なのであって,生 産者の利益
は,そ れが消費者の利益を促進するのに必要なかぎりにおいてのみ顧慮され るべきも
のである。この命題は完全に自明であって,わ ざわざ証明しようとするのもおかしい
くらいである。ところが,重 商主義体系においては,消 費者の利益はほとんど終始一
貫して生産者のそれの犠牲にされているのであって,こ の体系は,消 費ではな くて生
産 こそ,い っさいの工業や商業の究極の目標であり,対 象である,と 考えているよう
に思われ るのである。」(伊 瓦Vol.2,P.660.邦 訳,皿,973頁)
⑧ この課題をまえにしておもいおこされ ることは高島善哉 と内田義彦のスミス研究であ
る。高島は旧日本帝国の戦時体制下にあって 『経済社会学の根本問題 一 経済社会学
者としてのスミスとリス トー 』を著し,経 済社会学という方法にのっとってスミス
市民社会を生産 ・流通 ・分配 ・再生産の総過程において把握 し,そ の総過程を生産力
の体系と命名した。内田は第二次大戦後の日本経済再建のなかで 『経済学の生誕』を
著し,古 典経済学を社会体制認識の科学 として意義づけ,生 産資本循環範式をもって
重商主義国家に対決するス ミスの理論基準とした。
われわれは以上のスミス研究にくわえて,ケ ネー研究とマルクス研究から多くを学
んでさらに前進すべきである。平田清明 『経済科学の創造』(岩 波書店,1965年),同
氏 『経済学と歴史認識』(岩 波書店,工971年)
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2.先 行 的 蓄積 論 が示 唆す るもの
r国富論』第2篇 は再生産過程を対象 としている。その第2篇 序論で始源的
に問題とされているのがいわゆる先行的蓄積論である。先行的蓄積は資本制的
蓄積にたんに時間的に先行す るものではな く,ま た,そ れは独立生産者ρ産業
資本家への移行のみを問題 とするので もない。それは後論の再生産過程把握へ
の序とい う性格をあたえられている。
分業による労働生産力の発展は自己消費以上の多量の財貨を生産する。分業
担当者は一面的労働にたずさわるか ら,か れの多面的欲望は自己消費以上の財
貨を商品としてそれを他人の自己消費以上の財貨と交換す ることによってみた
される。領有 と消費が商品交換を媒介としてなされる 「商業社会」。
「いったん分業が徹底 して導入されると,あ るム人の人間 の労働 の 生産物
は,か れのそのときどきの欲望のきわめて小さな 部分 を充足 しうるにすぎな
い。その圧倒的大部分は,か れが自分 自身の生産物で,ま たはこれと同じこと
であるが,そ の生産物の価格で購買す る他の人々の労働の生産物によって充足
ゆ
される。」
ところで社会内分業が現実のものに塗るためセこは分業主体に資財が蓄積され
ていなければな らない。商業社会の叙述につづけてス ミスは言 う。
「けれども,こ の購買は,か れ自身の労働の生産物カミ完成されるだけではな
く,売 られて しまってからでなければおこなえるはずがない。それゆえ,す く
な くともこういう二つのことが ともに成就されうるときまでかれを扶養 し,か
れにその仕事の材料や道具類を供給するにた りるさまざまの種類の財貨の貯え
がどこかに貯えられていなければならない。織工が 自分の特殊の業務に専念で
きるのは2自 分の織物が完成されるだけではなく,売 られてしまうまでのあい
だ,自 分を扶養 し,そ の仕事の材料や道具類を供給するにた りる資財が,自 分
の所有としてであれだれか他の人のそれ としてであれ,あ らかじめどこかに貯
え られているばあいだけである。明らかに この蓄積は,か れがひじょうに長い
(9)π 「ハろVo1.1,P.276.邦訳,1,445頁 。
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あいだ こういう特殊の業務に.自分の勤労を充用す るのに先だっておこなわれて
ロ　り
いなければならないのである。」
先行的蓄積の主体に問屋制前貸資本家 らしきものが紛れこんでいるが,ス ミ
噛
スが念頭においた主体は独立生産老である。独立生産者の勤労と節約による先
行的蓄積によって最初の資本が形成され,そ のあとに資本制的生産がつづく。
「勤労ではな く,節 倹が資本増加の直接の原因であるbな るほど,勤 労は,
節倹が蓄積す る対象物を調達す る。けれども,勤 労がた とえどの ようなものを
獲得しようとも,節 倹がそれを貯蓄 し貯蔵しないなら,資 本はけっして増大 し
ごユコ
ないであろう。」
「織工または靴屋のような独立の職人が,自 分 自身め仕事のための原料を購
買 した り,そ の所産が売 りさ球け るまで自分を扶養 した りするのにた りるより
も多 くの資財を獲得 したばあいには,か れはこの剰余で自然に一人またはそれ
以上の日雇職人を雇用す る。それはかれ らの仕事によって利潤をあげるためで
ある。 この剰余が増加すれば,か れは自然に自分の日雇職人の数を増加させる
エ　　ラ
であろう。」
ス ミスには独立生産者から資本家への自然的移行のみがあって,近 代的プロ
レタリアートの歴史的誕生を問う本源的蓄積論はない。だがいったん本源的資
本の支配下にはいった労働者は賃労働老である。本源的資本の形成以降にスミ
スが対象 とす る市民社会は,別 人格 となった資本家と労働者によって構成 され
る。 それゆえつぎのようになる。 勤労 と節倹に よる先行的蓄積 と本源的資本
(余剰資財)の槻P・ 帖 α鱗 く令m・ここ酬 了騰 論・・本
来 いかな る理論視座 において問題 とされるべきかが示唆 され てい る。
第一 に,先 行 的蓄 積物 の素 材は生産資本形態を とってい る。「材料」material,
「道具 」too1,「 生 活資料」maintenanceま たは 「食料 品」provisions。 材料
⑩}γN,Vo1,1,PP.276-277.邦訳,夏,445-446頁 。
ω η7以Vo1.1,P.337.邦訳,1,532頁 。 第2篇 第3章 資本 蓄 積 論 か らの引用 だが 内
容は 先 行 的 蓄 積 で あ る。
⑫ 吻 ハ乙VoL1,P.86.邦 訳,1,165頁 。
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は人間労働によって加工変形される素材であり,道 具は人間労働が素材に働き
かけるさいの文字どおりの労働手段である。疑問になるのは,労 働力ではない
生活資料が他の生産資本項 目とな らんで掲げられていることである。また,そ
れは労働老によってのみならず資本家によっても消費されるものとして先行的
蓄積物にふ くめ られていることである。そして全体 として疑問になることは,
材料 ・道具 ・生活資料 とい う生産資本の分類基準が不明なことである。価値増
加の視点か らの不変資本 ・可変資本の区別ではないし,生 産物への価値移転の
様式か らみた固定資本 ・流動資本の区別でもない。 ここで庶以上の疑問呈示の
みをしておくが,と にか くも先行的蓄積物は生産資本形態においてつかまれて
いる。'
第二に,先 行的蓄積物は生産資本形態から流通資本形態に転換することが暗
示・れてい・・先行麟 槻 ・・鮎 α庫 騨 ・いう生産・轍
ふ くむ長期間にわたって消費される本源的資本だか らである。
第三に,本 源的資本はす くな くとも一回転期間に十分な量であるか ら,また,
生産は雪回かぎりではないか ら,本 源的資本形成は再生産と関連 していること
が読み とれる。逆に,生 産過程のそもそもの端初においてのみな らず,第2・
第3・ 第4… と後続する再生産過程のどの端初において も資本制的蓄積は資本
家には先行的蓄積と意識されるのではないかと予想される。
以上か ら,先 行的蓄積論が再生産論 と関連するものであることがわかる。こ
の点を確認 させる序論の記述は以下のとおりである。資本制社会では社会内分
ぼ　
業はむしちマニュ内分業における労働生産力の発展の結果であり,そ のマニュ
内分業の条件が先行的資本蓄積である。
「資財の蓄積は事物の性質上分業に先だたざるをえないか ら,労 働 もまた,
㈱ ス ミスはピン ・マニュファクチャにおける分業の効果をしめしたあとにつづけてつぎ
のように言っていた。「分業の効果は,他 のあらゆる技術や製造業においても,こ の
きわめて零細な製造業 と同様である,と いっても,そ の多 くのものは,労 働をこれほ
ど多数に細分することも,ま た作業をこれほどはなはだしく単純化す ることもできな
い。に もかかわらず,分 業は,そ れが導入されるかぎり,あ らゆる技術における労働
の生産諸力を比例的に増進させる。さまざまの職業や仕事がたがいに分化するのも,
この禾1溢iの結果として生じたもののように思われ る。」(躍 以VoL1,P;1a邦訳,
1,70頁)
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先だっておこなわれる資財の蓄積だげに比例 してますます細分され うるのであ
る。同数の人々が完成 しうる材料の量は,労 働が細分されるようになればなる
ほど,ま すます大きな割合で増加し,ま た各職人の作業がしだいにますます単
純化 されればされるほど,こ うい う作業を促進 した り短縮した りするためのさ
まざまの新 しい機械が発明されるようになる。 したがって,分 業が前進す るに
つれ,等 数の職人に恒常的な仕事をあたえるためには,従 来 と等量の食料品の
貯えと,よ り未開の状態において必要 とされたであろうよりも多 くの材料や道
ロの
具類の貯えとが,あ らかじめ蓄積 されていなければな らない。」
分業が導入されれば,以 前 と同数の労働老が雇傭 されるばあいで も労働生産
力は飛躍的に増大し,加 工されるべき材料 と加工のための道具は量的に増大す
る。は じめか ら高度化 した資本構成をもつ先行的蓄積!こ のことか らうかが
われることは,資 本制的蓄積 がすすんだある極点をもって,そ れが再生産の
各年度当初 とそ もそ もの創業 とに必要 な先行的蓄積 の 内容にされていること
である。 資本制的蓄積過程内での,剰 余価値 の 追加的生産手段形態をとった
資本への転化,こ れが再生産過程の,し かも拡大再生産過程 の 始源に くみこ
まれる。 さらに,最 初の労働維持元本は労働者に 「恒常的な仕事」constant
elnploylnehtを あたえるのに予定されたものだか ら,こ の点か らも先行的蓄積
が再生論的内容をもつ ことがわかる。以上の意味での先行的蓄積を人格化 した
ものがス ミスの資本家である。
「資財の蓄積は労働の隼産諸力の こうい う大改善をおこな うためにあ らかじ
め必要であるか ら,こ の蓄積は自然に こうい う改善を先導することになる。労
働を維持するために自分の資財を使用す る人は,必 然的に,で きるだけ多量の
所産を生産す るような しかたでそれを使用 したがる。℃たがって,か れは職人
たちのあy・だに仕事がもっとも適切に配分されるように努力す ると同時に,自
分が発明するな り購買するな りレうる最優秀の機械類をかれ らにあてがってや
るように努力す る。この双方の点についてのかれの能力は,一 般にかれの資財
の大きさ,ま たはこの資財が雇傭 しうる人々の数に比例す る。したがって,勤
⑭ π 亙Vo1.1,P,277.邦 訳,1,446頁 。
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労の量は,あ らゆる国で,そ れを雇傭する資財の増加 とともに増加するだけで
はな く,こ の増加の結果として,同 量の勤労がはるかに多量の所産を生産す る
ご　 ラ
のである。」
ここで言われ る 「できうだけ多量の所産を生産す る」 とは,相 対的剰余価値
としての追加価値の生産である。それが社会的にいかなる物的形態を とるかは
後論の再生産論で生かされる問題である。
さいごに先行的蓄積論で注 目されることはス ミスの歴史観である。かれは先
行的蓄積以前の 「未開社会」をつぎの ように描 く。
「分業がな く,交 換もめったにおこなわれず,あ らゆる人が独力であ らゆる
も
ものを調達するという社会の未開状態においては,そ の社会の業務をお こな う
ために,資 財があらか じめ蓄積された り,貯 えられた りす る必要はまった くな
い。あらゆる人は,そ のときどきの欲望を 自分自身の勤労によってそのつど充
足 しようと努力する。空腹になれば,か れは狩 りをしに森へ行 くし,自 分の上
衣が着古されれば,自 分が殺 した最初の大きな動物の皮を身にまとうし㌧自分
の小屋がこわれかかれば,も っとも手ちかなところにある木や芝草でできるだ
ご　 コ
け じょうずにそれを修理する。」
18世紀の啓蒙思想家スミスは西ヨーロッパ文 明社会を経済学的に自己認識す
るために未開社会を認識対象とする。生産資本も消費物資もみな自然の倉庫に
た くわえられている。自然は人間に無償で先行的蓄積資財をあたえる。分業を
知 らないこの楽園では勤労 も節倹も必要ではない。先行的蓄積を前提とす る分
業をまった く必要としない未開社会では,個 々人は素手で 自然にたちむかい,
自給自足す る。スミスにあっては,分 業を人類が知ったあとか ら本来の文明史
ごユ　エ
がは じまるのである。
第2篇 序論か らの考察をまとめてみよう。先行的蓄積とは再生産のためのス
トックの蓄積であり,再 生産社会としての文明社会を未開社会か ら分かつ行為
である。独立職人がその先行的蓄積を最初におこな う人格である。
'
⑯ 確 瓦Vol.1,P.277.邦 訳,1,446-447頁 。
⑯ π 亙Vol.1,P.276.邦 訳,1,445頁 。
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'3
.個 別 的資 財 の分析
『国富論』第2篇 の基本テーマは社会的再生産過程の構造把握にある。従来
の第2篇 研究は生産的労働概念のせまい字義解釈か ら解放されて社会的再生産
過程の視座からとらえなおされるべきである。また,一 見 して無味乾燥にみえ,
従来ほとんどその固有の意義を無視されてきた資本分類論は社会的再生産過程
把握にはいる導込部としておさえる必要がある。そして,資 本投下順序論の母
胎には社会的再生産過程把握があることを理解す る必要がある。まず,以 下の
本論を資財分類論か らはじめる。
一般に分類は分類の基礎 となる基準視角があってのみなされる。ス ミス資財
分類論(せ まくは資本分類論)の 基準視角はなにか。
スミスは個別部門的な先行的蓄積資財を再生産視座から分析する。
「[ある人が]自 分を数ヵ月間または数 力年間扶養す るにた りる資財 を所有
す るばあいには,当 然かれはその大部分か ら収入をひきだそ うと努力し,自 分
の直接の消費のためには,こ の収入がはいって来は じめるまで自分を扶養しう
るだけのものを留保してお くのである。それゆえ,か れの全資財は,二 つの部
分に区別 される。すなわち,か れが 自分に この収入をもたらしてくれるものと
期待す る部分は,か れの資本とよばれる。他の部分は,か れの直接の消費を充
足す るものであって,そ れは,第 一に,か れの全資財のなかで本来 この目的の
ために留保 された部分か,ま たは第二に,ど のような源泉からひきだされるに
せ よ,し だいにはいって来 るかれの収入か,あ るいは第三に,そ れ以前の年に
⑯ 第1篇 での未開社会では分業と商品交換が共同体内部で筋芽的に発生していた。第1
篇は資本制社会における剰余価値の生産と追加価値の分配とを本来の考察対象とする
から,そ の資本制社会の構造を論理対比的に明確にするために資本制社会の前段階に
未開社会が設定される。未開社斜 こは社会内分業と単純流通が存在する。だが第2篇
の未開社会には分業は存在しない。第2篇 は社会内分業の前提であるマニュ内分業と
資本蓄積を考察対象とするから,資 財の先行的蓄積を前提とするマニュ内分業をもた
ない未開社会では分業は存在 しないとうつる。
未開社会の仮構設定を文明的な資本制社会分析の基準と理解しているのは富塚良三
である。同氏,『 蓄積論研究』未来社,1965年,101-103頁 。なお,「 高貴な未開人」
noblesavageと 文明社会批判 との関連,「野蛮な未開人」ignob玉esavageと 発展段階
一論的社会理論との関連についてつぎの ものが参照されるべきである。」.D.バナール著
・鎮目恭夫訳,『歴史における科学』W,み すず書房,1967年,第12章 「歴史における
社会科学」。R.L.Meek,SocJα1Sσ 伽6θ 伽4丁 加18Pπoう1θSα槻gθ,C.U.P.1976.
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以上の二つのいずれかによって購買され,し かもまだ全部細 こは消費されぬも
の,た とえば衣服,家 具および これに類するようなものの貯えか,そ のいずれ
かである。人 々がふり う自分 自身の直接の消費のために留保す る資財は,こ れ
ロおコ
らの三つの項 目のいずれか一つ またはその全部なのであるo」
収入 とは年 々規則的にその源泉をそ こなうことなしに入 って くるもの,文 字
りの
どおりの 「再び来 るもの」revenueで ある。この意味での収入を所有老にもた
らす資財が資本である。 くりかえし生産資本を機能させ為結果として利潤を獲
レ
得ず る資本家は,資 本を,利 潤収入の源泉だと主観的に 「期待する」。再生産
視座か らの所得と資本の規定は,収 入を もた らさない資財の分析に も適用され
ている。 このことを以下においてみてみよう。
個別的な先行的蓄積総資財はつ ぎのように分類される。
先行的蓄積総資財
a
b
直接 自己消費資財
(i)本 源的自己消費資財
(ii)収 入
(iii)消 費未完済の消費資財
資本.
(i)流 動資本
(ii)固 定資本
a直 接 自己 消 費 資 財
∵ 見 し て(i量)と(iii)が 先 行 的 資 財 の 項 目を な す の は 奇 妙 で あ る 。 ま ず
(i)か ら順 次,分 析 に は い る 。
(i)本 源 的 自 己 消 費 資 財 は 資 本 家 の 手 に 第1回 目 の 収 入 が は い っ て く る ま
で の 期 間 か れ を 扶 養 す る 。 資 本 家 は 「こ の 収 入[一 第1回 目 の 利 潤 収 入]が
は い っ て 来 は じ め る ま で 自分 を 扶 養 し う る だ け の も の を 留 保 し て お く」。 資 本
O$W亙Vo1・1,P.279.邦訳,1,448頁 。[]は 筆 者 の もの。 以 下 同 様 。
⑲ 当 時 の辞 典 か ら も.この こ とが た しか め られ る。Cf.,M.Postlethwayt,丁 肋 σπ勿67sα 」
0ゴσげげoπαアタo!77σ ♂6醐 げCo解 解6κ6.The亡birdedit{on,London/1766,VoL
I.S.Johnson,ノlDづc麗oη σ7yoア 魏 θEηg露s海 五αη8%ggθ(1755)Vol.豆,Georg
Olms,1968.(rep.)
30 商 学 討 究 第30巻 第1号
家は価値的には利潤 と等価のものを自分自身に前払いす ると虚構 されてい る。
資本家は第1回 目の生産過程で うみだされる剰余価値 と同額のものを創業時に
前払いす る。先行的蓄積の総資財は再生産過程における創業資本の位置にたつ。
(ii)こ こでの収入は資本の第1回 目の生産過程終了以降 「しだいにはいっ
て来る」。 先行的総資財の うちの資本を源泉として第1年 度末以降か ら継続的
にはいって くる収入,そ れが直接自己消費資財の項 目に年 々繰 りいれ られる。
年 々の利潤収入が全体的に嫡先行的蓄積の一部分を構成す ることからみて,利
潤は創業時 勲こおいても第2回 目以降の生産開始時点においても前払いされる
とみなされている。
てiii)消費未完済の消費資財は(i)(ii)の いずれかによって購買された も
のだか ら,第1年 度 または 第2年 度以降 のものである。(iii)は 価値的 には
(i)(ii)に 解消されるに もかかわ らず独 自項 目とされ るのはなぜか。第3年
度の位置にたてぽ明瞭になることだが,,衣 服 ・家具の耐久的消費財は第3年 度
より前の年に購買されて第3年 度においてなお消費中であり,第4年 度以降に
おいても消費可能である。ス ミスはまるで,長 期の耐用期間をもつ固定資本の
回転か ら消費財を考察しているかのようだ。す ると,食 料品は流動資本に類比
されることになるo
(i)(ii)(iii)の 分析からつぎのことがいえる。スミスは,(ii)を 時間の
基準にすれば,過 去(i)→ 現在(ii)→未来(iii)の 流れのなかで消費資財 を 把
握 している。また,利 潤は収入として消費項目に年々繰 りいれ られるから,消
費資卑は単純再生産のなかで考察されている。おなじく資本も再生産視座から
考察されていると予想がつ くであろ う。
b資 本
スミスの対象は生産資本であるoか れは生産資本の分類を農業にのみでなく
工業にまで拡張 して一般的なものにす る。商業にまで生産資本の分類を適用さ
せるゆきす ぎを しているけれ ども。かれは商業 と工業の国イギリスの経済学老
として,農 業国 フラソスの経済学者ケネーの資本分類論をかれな りに翻訳 して
いる。そ してそのうえで再生産把握をしている。ス ミスはケネーに比較すれぽ
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回転循環視角か らの資本分類論を強固に保持す ることができず,こ の点で,再
生産把握におけるケネーからの理論的後退がある。が,ス ミスにはかれな りの
巨大で堅固な再生産把握がある。かれの叙述の微細にわけいってそのことを垣
間見てみる。
ス ミスは利潤獲得の仕方のちがいに よって資本を流動資本と固定資本に分類
する。(こ の分類は社会的総資本のばあいにも適用 され る。)
(i)「 流動資本」CirCulatingCapital
「それは財貨を産出し,製 造し,ま たは購買し,さ らに利潤をえて再販売す
るのに使用され うる。このように使用 される資本は,そ れがその使用者の所有
にとどまるか,ま たは同一形態にとどまるかのいずれかす るあいだは,そ の使
く　ゆ
用者 になんの収入 または利潤 ももた らさない。」
(ii)「 固定資本」f孟xedcapita1
「それ は主 人 を 変 えることな しに,つ ま りもうそれ 以上流通 す る ことな し
じ　の
に,収 入または利潤をもた らす ような諸物に使用され うるのである。」
ス ミスは生産資本を分類ずるにさいして資本価値の移転 ・流通b回 収様式の
差異とい う基準をとらずに,生 産資本を流通資本 と混同させているようにみえ
る。この混同は,し かしながら,ス ミスの資本制的生産把握にとって積極的意
味をもっている。かれは資本を資本価値の形態変換において動的につか もうど
し,資 本循環内での資本の位置を もって分類の指標とする。 この点,分 析が必
要である。.・
(i)流 動資本の分析
不断の進行形にあって運動を完了させない状態の資本,文 字 どおり 「流通 し
つつある資本」。
㈲ 冊 瑚Vol.1,R279.邦 訳,1,449頁 。 「産 出」 はraiseの 訳 語 だが,大 内訳 で は 「調
達 」 と され て い る。 こ の大 内 訳 は 正確 で は ない 。 竹 内 謙二 はraiseの 内容 をぬ きだ し
て 「農 産 物 を作 り」 と訳 してい る。 鋭 い翻 訳 で あ る。 大 河 内一 男監 修 に よ る玉 野 井 芳
郎 訳 も こ の竹 内 訳 を と りいれ て い る。 参 照。 竹 内 謙二 訳,『 ア ダ ム ・ス ミス 国 富論 』
(上),東 京 大 学 出版 会,1969年,347頁 。 大河 内一 男監 訳,『 アダ ム ・ス ミス 国富 論 』
(D,中 央 公 論社,197〔}年,424頁 。
⑳ 確N,Vol.LP.279.邦訳,1,449頁 。
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流動資本は まず 「財貨を産出し製造する」ために使用されるか ら,農 業と工
業で使用 される生産資本である。この生産資本をスミスは商人資本の眼をもっ
て流通資本形態において観察する。流動資本は 「購買しさらに利潤をえて再販
売するのに使用されうる。」 生産資本を流通資本 として観察することが資本把
握するうえでどんな意義を もつか。商人資本の運動はG-W-Gノ である。ス
ミスはその運動 を 無限のくりかえしとしておさえる。「その使用者の所有にと
どま」 らず,「 同一形態にとどま」 らず,不 断に 「主人を変え」て 「流通する」
資本が流動資本である。そ航はある経済的形態をとって もその形態に骨化する
ことのない非固定的資本であわ,不 断にそれの経済的形態を変換する。ス ミス
は形態変換か らいかに して利潤 が 生ずるかを説明していないが,資 本を 「流
通」circulationと いう不断あ形態変換の相で動的につかむことに成功してい
く　ヤ
る。 この ことをお しすすめれば,産 業資本の運動 はG-W…P…Wノ ーG'の 循
環であるか ら,資 本は不断に貨幣 ・生産要素 ・商品となってその形態をと'りか
えるはずである。 このような資本把握をするうえで経験に訴えることのできる
例が商人資本である。
囲 流動資本規定から資本の運動的本性を積極的に とりだしたのは中期マルクスである。
「資本はいまや,そ れがあるときは貨幣として,あ るときは商品として,あ るとき
は交換価値として,あ るときは使用価値 として現れる諸契機のどの点においても,こ
サ
うした形態変換の うちに 自己を形式的に維持する価値としてばか りでなく,自 己を増
殖す る価値として,価 値 としての自己自身に関係する価値として措定されている。あ
る契機から他の契機への移行は特殊な過程として現れ るが,・これらの過程はそのどれ
もが他の過程への移行である。したがって資本は,いずれの契機においても資本である
ところの過程しつつある価値として措定されている。こうして資本は,流 通する資本
(Capita正Circulant)と して,す なわちいずれの契機においても資本であり,あ る規
定から他の規定に循環しつつある(kreislaufend)《 ところの資本として》措定されて
いる。復帰点は同時に出発点であ り,ま たその反対である一 すなわち資本尿。資本
はすべて,も ともと流通する資本であり,流 通の生産物(ProdUct)で あるが,ま た
流通を生産するもの(produzierend),そ れ自身の軌道として流通を描くものでもあ
、る。」(傍 点は原文での隔字体)K.Marx,0ア%π 〃'∬ θ4θ7κ7弼 ゐ4θ7ρoJ漉 εc加η
0々oηo〃z`6,(1857-1858),DietzVerlag,1953.S.435.高木幸二郎監訳,r経 済学
批判要綱』,第3分 冊,大 月書店,1961年,473頁 。 参照されるべき研究文献はつぎ
のものである。 山田鋭夫,「 『経済学批判要綱』における流動資本 と固定資本」(上)
(下),『経済科学』第15巻 第3号 ・第16巻 第1号 。
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「商人の財貨は,か れがそれを貨幣 とひきかえに売筍までは,か れになんの
収入 ももた らさないし,ま たこの貨幣に しても,そ れがふたたび財貨 と交換さ、
れるまでは,'石 と同様かれになんの収入ももた らさない。かれの資本は,つ ね
にある一つの形態でかれの手をはなれ,別 の形態でかれの手に帰って来るので
あって,そ れがかれにある利潤 をもた らしうるのは,も っぼらこのような流
動,つ まり継続的交換に よってである。それゆえ,こ のような資本は,き わめ
ぐが う
て適切に流動資本とよぶ ことができよう。」
ロ
ス ミスは資本を運動的にとらえている。 もしも,以 前 より増加 した価値が流
通か らひきあげ られて自立した姿をとるならば,そ の蓄蔵貨幣は資本ではな く
なる。資本でな くなるばか りか,流 通への関連を可能性 としても実際的にも断
ちきるならば,そ れはおよそ貨幣で もない。それはたんなる自然物質,金 銀で
ある。蓄蔵貨幣が資本になるためには,貨 幣は流通 との関連をとりもどして再
び商品に形態変換 し,G-W・W-Gの 形態変換運動をつづけなければな らな
い。ス ミスが例示す る商人資本の運動は,過 程的価値としての資本を特徴的に
表示する。
流通資本 ばかりでな く生産資本 も形態変換する。ス ミスは明示 していない
が,農 業での種は穀物に,主 業での材料は加工品に と,生 産要素は労働生産物
に実体変換する。資本制的生産の基礎上では,物 質的実体変換は生産資本→商
品資本とい う経済的形態変換において遂行される。
実体的 ・経済的形態変換 として資本をおさえることは,社 会的再生産過程 と
してのス ミス市民社会を発掘する第一歩である。
㈱ 再「ハろVo1.1,P.279.邦 訳,1,449頁 。
㈱ 「惟 うに 王 国 の資 産 に お い て も私 人 の 財 産 に お い て も事 情 は 同 じで あ る。商 品 の貯 へ ・
.を 有 っ てい る私 人 は,だ か らと言 って,自 分 の 貨幣 を 輸 出 した り若 し くは,そ れ で 貿 易
を した りしな い とは言 わ な い の みで な く(か く言 うは滑 稽 の 至 りで あ る),又 之 を 商
品 に 換 え,以 っ て彼 らの貨 幣 を増 加 し,こ う して一 の もの を 他 の もの に絶 えず 規 則 正
し く換 え るこ とに よ り富 裕 とな る。 そ し て彼 らの欲 す る場 合 に は 彼 らの全 財 産を 財 宝
に 換 え る。 何 となれ ば 商 品 を有 っ てい る者 は 貨 幣に 事 欠 か な い か らで あ る。」T,Mun,
翫gJα η4'8T7β αsπ7gうy.Foプ θゴgπT7σ4θ(1664),Macmillan'andco.,NewYork,
1910.PP.22-23.張漢 裕 訳,『 外 国 貿 易 に よ るイ ギ リスの 財宝 』岩 波 書 店,1942年,'
42-43頁 。
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スミスの産業資本家は貨幣 ・生産要素 ・商品の不断の形態変換運動のなかに
生きるから,と うぜんその頭には重商主義的な利潤表象カミ再生産される。資本
は貨幣または商品の形態で表象され,利 潤は流通から生ずるとみなされる。ス
ミスにはいわば重商主義的偏向がある。ただし,そ れは,重 商主義にはない再
ご　の
生産論のうえにたって産みだされるものである。
(ii)固 定資本の分析
形態変換 の 運動 を停止 した資本,非 流動的で文字 どお り 「固定化された資
本」。
資本の一面が経済的形態変換の運動として知的にとらえられるとすれば,他
の一面は物として感性的にとらえられる。それは生産資本の素材形態に固定化
されている。
「それは土地の改良に使用 されうるし,有 用な機械や職業上の用具の購買に
も使用され うる,い いかえれば,そ れは主人を変えることなしに,つ まりもう
それ以上流通することなしに,収 入または利潤をもた らすような諸物に使用さ
れ うるのである。それゆえ,こ のような資本は,き わめて適切に固定資本 とよ
ごヨらコ
ぶ ことができよう。」
土地改良 ・機械 ・用具等の労働手段は,生 産部面に設置されるとそこか ら出
ることのできない物である。もっともそれらはある人の生産資本になるまえは
他の人の商品資本であらたはずだから,そ れ らは一度は所有老を変えたスミス
的流動資本であるとい うことができる。このかぎりでのみ土地改良 ・機械 ・用
具は地主と産業資本家によって購入され うる流通資本形態をとる。ただし,所
有者じしんが改良した土地と所有者じしんが発明した機械 ・用具は一回も流通
す ることなく直接生産にはいる。 とにか くも,「 もうそれ以上流通す ることな
しに」生産部面にとどまる資本は固定資本である。機械はいかにして完成生産
物に物的に移転 しうるか!毛 織物にその原料である羊毛をみつけることはで
きても,そ の労働手段で准る織機を跡づけることはできない。
⑳ η「瓦Vo1.1,P.279.邦 訳,1,449頁 。'
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ス ミスは使用価値視点か ら固定資本を規定する。生産過程で物的姿態を変え
ることな く消耗 しつ くされるまで機能する労働手段,こ れボスミスの固定資本
である。 さきの流動資本のばあいとは対照的に,利 潤は生産過程に設置される
物から生ず るように資本家には表象される。「収入または 利潤 を もた らす よう
な諸物」 としての固定資本。
さて,ス ミスの資本分類論 は 以上につきない。以上を応用 し補足する内容
が,.そ して後論 の 社会的総資本分類論 と社会的再生産過程研究にいきる内容
が,叙 述されている。それは,部 門別の個別資本内部における流動資本 ・固牢
資本の比率についてである。
は じめに商業部門o
「商人の資本は全部が流動資本である。かれの店舗または倉庫を機械や職業
じ　　カ
上の用具 とみなさぬかぎり,か れはこういうものを必要 としない。」
商品 も店舗 ・倉庫 も生産資本ではないが,形 態変換をする商品は流動資本,
形態変換を しない店舗 ・倉庫は固定資本とみなされる。
つぎに工業部門。
ここで本来の流動資本が登場する。
「あ らゆる親方工匠また製造業老の資本の若干部分は,か れの職業上の用具
に固定されなければならない。とはいえ,こ の部分は,あ る職業ではきわめて
小さく,他 の職業ではきわめて大きい。裁縫職の親方は,一 包の縫い針のほか
炉こは職業上の用具を必要 としない。靴屋の親方の用具は,ご くわずかではある
がそれよりやや高価である。織工の用具となると,靴 屋のそれよりもはるかに
高価である。けれども,こ のようなすべての親方工匠たちの資本のはるかに大
きい部分は,か れらの職人たちの賃銀か,ま たはかれらの材料の価格かのいず
れかとして流通し,そ の所産の価格によって利潤 とともに払いもどされるので 亀
ある。
「他の諸事業では,は るかに大きな固定資本が必要 とされる。たとえば,大
製鉄所のばあいには,鉱 石を熔解す るための 熔鉱炉 に しても)塊 鉄炉にして
㈱W瓦Vo1.'1,P.280.邦 訳,1,449頁 。
36 商 学 討 究 第30巻 第1号
も,蔵 鉄機にしても,い ずれも巨額の経費なしには建設できない事業上の用具
にの
であるo… …o」
「職人たちの賃金」 と 「材料の価格」は貨幣形態を とっているが生産資本の
なかの流動資本である。ただし,流 動資本は生産過程で生産物に全部的に価値
移転 し,流 通過程では全部的に価値流通 ・回収されるとい う規定が明記されて
いない。ス ミスの流動資本規定を制約するものは資本の形態変換を 「流通」と
みるかれの繍 である。 この繍 か らみた蘇 資本の翻 はG-W〈 令m(…
P…)Wノ ーG'と なる。つま り,G-W・W'-G',G-W-G'である。
なお,ス ミスは言及 していないが,生 産部面に固定されなければならないの
は固定資本価値のみではない。流動資本価値 も生産資本としては材料と労働力
に固定されてそれらの所有者のもとにとどまらなければ,生 産 は不可能 で あ'
る。購入した羊毛の転売や,資 本家による他の織工 との契約のむすびなおしだ.
けでは,毛 織物は生産されないし産業利潤も獲得できない。生産資本価値は流
動資本にも固定されねばならない。
さいごに農業部門。
対象は農業資本家の投下資本である。
　
「農業老の資本といって も,農 業用具に使用される部分は固定資本であ り,
かれの労働使用人たちの賃銀'や生活維持費 に 使用 される部分は流動資本であ
る。,かれは,前 者を 自分 自身の所有として手もとにお くことによって利潤をあ
　
げ,ま た後者を手ばなす ことによって利潤をあげる。かれの役畜の価格または
価値は,営農用具のそれと向 じように固定資本であ り,役畜の維持費は,労 働使
用人のそれと同じように流動資本である。農業者は,役 畜を手 もとにおくこと
に よって利潤をあげ,ま たその維持費を手ばなす ことに よって利潤をあげる。
　
使役するためではな くて販売するために,買 いいれ られた り肥育された りする
家畜の価格や維持費は,い ずれも流動資本である。農業者は,こ れ らを手ぽな
　
す ことに よって自分 の 利潤をあげる。 ある種畜地方で,使 役す るためではな
鋤W以Vo1.1,P.280,邦 訳,1,450頁 。
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く,販 売す るためで もな く,た だその羊毛や ミルクや幼畜によって利潤をあげ
るために買いいれ られる羊群や牛群は,固 定資本である。利潤は,そ れらを手
もとにお くことによってあげ られる。それ らの維持費は流動資本である。利潤
はこの流動資本を手ぽなす ことによってあげられるのであって,こ の資本は,
維持費自体の利潤と,家 畜の全価格に対する利潤との双方をともない,羊 毛,
　
ミルクおよび幼畜の価格とい う形でもどって くるのである。種子の全価値もま
、
た,適 切にいえば固定資本である。なるほどそれは,土 地 と穀倉とのあいだを
行 った り来た りす るけれども,け っして主人を変えはしない し,し たがっでま
た適切にいえば流通 もしない。農業者がかれの利潤をあげるのは,そ の販売に
て　 コ
よってではな く,そ の増殖に よってで ある。」
① は これ までのス ミスの流動 ・固定分類 の くりかえ しであ る。後論 との関連
で留意す べ きことは,農 業労働者を 「労働す る家畜」Iabouringcattleと おな
じ く 「労働す る使用人 」1abouringservantと み ることで あ り,賃 金を有形固
定資本 の機能維持 に必要な 「維持費」maintenanceに 類 似 させてい ることで
ある。
② は これ まで の流動 ・固定分類に くわ えて,生 産物にたいす る価値交付の しか
たの ちがいに よる分類 とい う,再 生産論に とって重要な ことを暗示 してい る。
で　　コ
牛 ・馬の役畜は農夫 とおなじく働 く。 また,働 くためには生きていなければ
な らない。役畜が生きて機能するためには飼料が必要である。飼料費は労働者
の生活手段費用に相当し,営 農用具の維持修繕費 ・部品取替費に相当す る。そ
エ　ラ
れは役畜の賃金である。ある農業資本家は他の農業資本家か ら商品作物である
?? π亙,Vol.1,PP.280-281.邦 訳,1,450-451頁 。
「役馬」1abouringhorse'と い う表現は第1篇 第6章11パ ラグラフにある。第1篇 第
10章第2節24パ ラグラフをも参照されたい。.
「どのような社会でも,あ らゆ る商品の価格は,け っきょくこれ らの三部分のいずれ
か一つに,ま たはそのすべてに分解されるのであって,あ らゆる進歩 した社会では,
この三っのすべてが圧倒的大部分の商品の価格のなかに,そ ρ構成部分として多かれ
す くなかれはい りこんでいるのである。
たとえば,穀 物価格においては,一 部分は地主の地代を支払い,別 の部分はその生
産に雇用 された労働老や役畜の賃銀または維持費を支払い,さ らに第三の部分は農業
者の利潤を支払 う。これ らの三部分は,直 接的にか究極的にかのいずれにせよ,全 穀
物価格を形づ くっているように思われ る。」(1γ以Vol.1,P.68.邦 訳,1,136頁)
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飼料を年 々購入 し,飼 料費を年 々手ばなす ことに よって利潤を獲得す る。年々
的投資としての この流動資本にたい して,役 畜本体は多年的に使用 される固定
資本であ り,役 畜購入費は期間損益計算のために年々減価償却 される固定資本
費用である。役畜には耐用年数があるか ら,そ れの消耗時点で農業生産継続に
必要な新たな役畜を補填するときにそなえて,そ れの耐用期間にわたって農産
物価格か ら年々一定の償却費が積立て られねばな らない。 この減価償却費は役
畜更新の時が くるまでは農業資本家か ら手ばなされてはな らない。
役畜の購入価値はその耐用期間中は生産過程に一部でもとどまるが,役 畜の
飼料費は年 々農業資本家の手をはなれて流動する。ケネ のー原前払 ・年前払概
念のス ミス的改作がここにみ られる。
なお,こ こではスミスは,個 別農業資本の立場か ら農産物価格に不変資本価
値がふ くまれることを事実上みてい る。資本制的商品価格=不 変資本価値(c)
+可 変資本価値(v)+剰 余価値(m)。 このことの確認は社会的再生産過程把握
ご　コ
との関連で重要である。
③は生産を形態変換の観点か らとらえようとするス ミスをはっき りしめして
いるo
ここでの家畜は労働手段用 として生産される役畜または食肉用家畜であり,
農業資本家は牧畜資本家である。牧畜資本家は幼畜を購入 してそれに飼料をあ
たえ,監 督や肥育の労働を くわえて肥育家畜とし,そ れを商品として流通に投
げいれる。このばあいの幼畜と飼料は完成生産物である肥育家畜か らみれば原
料であろう。原料は流動資本である。幼畜と飼料に投下される価値は生産資本
→商品資本→価値実現とい う形態変換運勲のなかにあるから,そ れはス ミス的
な流動資本である。 この流動資本 としての資本運動のなかで生活する牧畜資本
家は利潤を自然 と譲渡利潤的に表象す るだろ う。
④での分析対象は役畜で も食肉用家畜でもない別の畜産品である。その畜産
⑳ 個別部門次元でのいわゆる 「第四の部分」である。穀物価格の構成要素には,地 代 ・
、 賃金 ・利潤のほかに,「 第四の部分が,農 業者の資財を回収するために,ま たその役
畜その他の営農用具の消耗を補償するために必要だ」。(π 以Vo1.1,R68.邦 訳,'
1,136頁)
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品とは家畜本体か ら派生す る羊毛 ・ミルク ・幼畜である。家畜本体が母体 とな
って羊毛 ・ミルク ・幼畜が生産される。穀物を生産する土地に類似され うるの
が この家畜本体である。 また,良 質で多量の羊毛 ・ミル ク・幼畜を得るために
本体 の 品種改良をすることは土地改良 に 類似され うる。だか らス ミスにとっ
て,家 畜本体に投下された資本は固定資本である。本体から派生するもののみ
昌が商晶とな り
,形 態変換する。本体を維持するための飼料費はまえに考察した
ように年々投資的な流動資本である。
注意すべきは後半の一文である。資本一利潤の生活信条の枠内ではあるが,
個別牧畜資本家の立場か ら,飼 料費とい う流動的不変資本価値が羊毛 ・ミルク
・幼畜の価格を構成す ると語られている。
⑤の種子=固 定資本観がわれわれに語 りだす内容はなんであろうか。
収穫のあとで土地か ら出てきた穀物は,自 己消費用穀物と販売用穀物とをの
ぞけば,次 回の穀物生産のための原料になる。原料用穀物 としての種子は,商
品資本形態をとって流通せずに,そ れが出てきたところと同 じ生産部面に直接
はい りこんで生産手段 となる。それはなんの経済的形態変換をすることな く穀
倉に収納され,翌 年度に同一人物の手に よって土地に層かれる。種子=固 定資
本の規定が しめす ことは,あ る生産手段は再生産過程において同一生産部面を
出入 りするとい うことである。翌年度の穀物生産のための種子が当年度の生産
物のなかか ら物的に補填されるとい うことが,こ のばあいのスミス的固定資本
の内容である。
それにしても種子は原料であるか ら流動資本に分類されるべきではないだう
ら 　 　
うか。なお残るこの疑問を解 くてがか りは,「種子 の 全価値 もまた適切にいえ
ば固定資本である」(傍 点は筆老のもの)と 言って,④ の論理の延長上で規定
していることにある。だが ら,家 畜本体が羊毛 ・ミル ク・幼畜を生みだすのと
おなじく,種 子は穀物増殖の本体である。 この増殖本体に投下された資本は こ
れ もまたス ミス的に固定資本だと言 うことができよう。種子は原料 とい うより
は,こ のばあい土地になぞ らえられるべき生産手段であろ う。
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小 括
資 財の内容解析からいえるζとは,先 行的蓄積は再生産過程把握にむか う出
発点であり,歴 史は再生産としての資本制社会の経済理論的把握を もって未開
か ら文明へと整序されていることである。また,ス ミスの流動資本は形態変換
運動の視角からとらえられた生産資本であり,固 定資本は生産過程に固定され
た物的生産資本である。それゆえ,ス ミス資本分類論の背後によこ牟わ る事態
は,生 産と流通の循環的世界である。
以上の認識をもって社会的総資財の分類と社会的再生産過程把握の問題には
いる。ス ミスがめざす理論把握の本来的対象は,個 別的諸資本が有機的に関連
しあう社会的再生産過程にあり,国 富にあるQ
